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※ 新型コロナウイルス感染症に関する対策によっては、予定を変更して行うことがあります。

8 月 23日（月） 2学期始業

8月 30日（月）～9月 17 日（金）

       教育実習（大学 4年生）

9月  1 日（水）～9月 14 日（火）

         現場実習Ⅱ（高等部）   

10 月 15日（金） 授業づくり研修会Ⅲ

10月 19日（火） オープンスクール

          （関係機関等）

10月 28日（木） 高等部バザー（校外）

11月 25日（木）～26 日（金）

        令和 4年度入学者選抜

12月  9 日（木） 中学部バザー（校内）

12月 16日（木） 高等部バザー（附属幼稚園）

12 月 23日（木） 午前：授業参観

            午後：ＰＴＡ学部保護者会

12 月 24日（金） 2学期終業

今年度、校長として着任いたしました川田栄治です。よろしくお願いいたします。

さて、３月からゴールデンウイーク明けまで続いた、山形県におけるコロナウイルス新

規陽性者の増加に伴い、令和３年度の学校はどうなってしまうのだろうと、不安に思われ

ていた方もたくさんいらっしゃったのではないでしょうか。ですが、昨年度の経験をもと

に地道な対策・対応により、予定通り始業式、入学式を実施することができました。また、

１学期のこれまでの学習も大きな滞りもなく進めてくることができました。御協力いただ

いた保護者の皆様、関係者の皆様には心より感謝申し上げます。

子どもたち、みんなが楽しみにしていた水泳学習ですが、安全面を優先し、他の山形市

の学校と同様に今シーズンも中止にすることとしました。

中学部と高等部の修学旅行は感染対策を行いながら、日程や行き先なども工夫して６月

から７月にかけて実施することができました。生徒たちの楽しい思い出をつくる「学び」

を確保できたことは大変良かったと思います。

オリンピック・パラリンピックもまもなく開幕します。ワクチン接種も進んできており、

世の中では少しずつ明るい兆しが見えてきています。２学期はこれまで以上に、子どもた

ちが安心して学べることを期待するとともに学校としても努力していきます。



交流及び共同学習
１組は附属幼稚園と、２組・３組は附属小学校の複式学

級と交流及び共同学習を行いました。

１組は、附属幼稚園に行き、幼稚園の友達がしている遊
びを肌で感じながら、一緒に遊びました。ホテルに見立て

た建物で料理を作ったり、小川に入ってボール投げをした
りしながら思う存分に遊びました。

２組・３組は、複式学級の友達が本校に来て、ペアで活
動しました。初めはお互いに緊張している様子でしたが、

自己紹介やダンスをして打ち解けてくると、ボールや風船
などで楽しくかかわり合うようになりました。

次回の交流も楽しみです。

校内実習Ⅰ・産業現場等における実習Ⅰ

１年生は校内実習、２年生、３年生は校外に出て

現場実習を行いました。１年生は、企業から委託さ

れたパッケージへのシール貼りや、苔をのす作業等

を行いました。２年生、３年生は、それぞれが目指

す事業所に出向き、様々な作業に取り組んだり、事

業所の方々と関わったりしながら経験を積みまし

た。通常の学校生活とは違う環境に緊張感を持ちな

がら、一人一人が、卒業後の進路をイメージし取り

組んだ１０日間でした。

  修学旅行で
山形の魅力を実感！！

７月１日（木）、２日（金）と中学部３年生は

修学旅行に行ってきました。今年は新型コロナ

ウイルス感染症対応を踏まえ、２日間日帰りで

活動してきました。

紅花の工場見学やお鷹ぽっぽ絵付け体験、最

上川船下りや舟形マッシュルームの収穫など、

様々な体験をしました。山形についてこれまで

学んできた知識を改めて確認し理解するととも

に、山形の魅力を十分に感じた２日間でした。

小学部

中学部

高等部


